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平成元年11月

い
ま
都
会
で
は
、
お
に
ぎ
り
が
ヤ
ン
グ
向
け
の
ヒ
ッ
ト
商
品
と

か
。
レ
ト
ロ
ブ
i
ム
に
乗
っ
て
か
、
シ
ン
プ
ル
さ
と
食
べ
や
す
さ

が
受
け
て
い
る
そ
う
で
す
。
詳
し
の
主
役
は
お
米
。
日
本
人
の
主
食

で
あ
る
お
米
は
、
最
も
自
給
率
が
高
<
、
優
れ
た
タ
ン
パ
ク
源
と

消
化
吸
収
率
の
高
い
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
で
す
。
し
か
し
、
お
米
の

消
費
量
は
、
年
々
減
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
理
由
と
し
て
、
副
食
物

の
豊
か
さ
に
加
え
て
食
料
の
輸
入
が
増
え
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま

す
。
新
し
い
お
米
を
食
す
る
季
節
。
こ
れ
を
機
会
に
ベ
お
米
の
良

さ
を
見
直
し
消
費
の
拡
大
を
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

広報たまかわ
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ル

州

%

須釜児童館(児童数25人)の昼食は、お母さんの手作り弁当

お
米
の
主
な
栄
養
素
は
、
炭
水
化

物
七
六
%
、
た
ん
ぱ
く
質
七
%
、
脂

質
一
%
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
ほ
か

に
も
い
ろ
い
ろ
な
栄
養
素
を
含
ん
で

い
ま
す
。

ま
た
、
お
米
の
消
化
吸
収
率
は
、

九
八
%
と
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

お
米
を
主
食
に
す
る
と
j
i
-
-

①
食
品
の
組
み
合
わ
せ
(
和
、
洋
、

中
華
)
が
容
易
で
栄
養
の
バ
ラ
ン

ス
が
と
り
や
す
い
。

②
満
腹
感
が
あ
る
か
わ
り
に
カ
ロ

リ
i
(
百
勾
当
た
り
三
百
五
十
六

J
カ
ロ
リ
ー
)
が
低
い
。

③

植

物

性

せ
ん
い
が
多
い
た
め
、

胃
腸
の
働
き
が
良
い
。

100g中

米を使った料理講習会で指導する吉田先生(中央)9月27日

ごはんをおいしく食べよう

新
米
、
鮭
、
し
め
じ
と
、
秋

の
風
味
た
っ
ぷ
り
の
食
欲
を
そ

そ
る
、
お
い
し
い
お
す
し
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

鮭
ち
ら
し

食
材
料

(
4
人
分
)

米
力
ツ
プ

3
、
水
力
ツ
プ

3
、

毘
布

(
m
m角
)
1枚、

合
わ
せ
酢
:
:
酢
力

νプ
弱
、

さ
と
う
小
さ
じ
2
、
塩
大
さ

じ
括
、
甘
塩
鮭
2
切
れ
、
酒

大
さ
じ
M
、
し
め
じ

mg、

柏山
7

ず
ヲ

柚
子
の
皮
少
々
、

み
り
ん
大
さ
じ
2
、

薄
口
し
よ
う
ゆ
大
さ
じ
1
0

ム
凶
作
り
方

ー
米
は
炊
く

1
時
間
以
上
前

に
と
ぎ
、
同
量
の
水
に
つ
け 吉田みち子

2 
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の
食
生
、

現
在
、
私
た
ち
日
本
人
の
食
生
活

は
世
界
的
に
も
優
れ
た
も
の
と
し
て

注
自
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
わ

米
を
中
心
に
魚
異
類
、
肉
、
野
菜
な

ど
多
種
多
様
な
食
品
を
バ
ラ
ン
ス
よ

く
食
べ
て
い
る
か
ら
で
す
。

成
人
病
に
悩
む
欧
米
諸
国
で
は
、

日
本
の
食
生
活
を
お
手
本
に
し
よ
う

と
す
る
動
き
が
あ
り
ま
す
。
な
ぜ
な

ら
、
現
在
の
日
本
人
の
栄
養
素
バ
ラ

ン
ス
は
、
ア
メ
リ
カ
が
自
標
と
す
る

栄
養
素
バ
ラ
ン
ス
に
ピ
ッ
タ
リ
だ
か

ら
で
す
。

し
か
し
、
洋
風
化
が
い
ま
以
上
に

進
む
と
栄
養
過
剰
に
な
り
、
健
康
上

の
問
題
が
生
ず
る
心
配
が
あ
り
ま
す
。

特
に
、
か
た
よ
っ
た
食
事
は
避
け
良

好
な
食
事
バ
ラ
ン
ス
の
水
準
を
保
っ

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

平成元年11局
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栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
の
基
本
は
、
タ

ン
パ
ク
質

(
p
)
と
脂
肪
(
F
)
と
炭
水

化
物
(
C
)
の
バ
ラ
ン
ス
で
す
。
こ
の

三
成
分
の
熱
量
比
を
よ
・
4
F
C
カ
ロ

の
お
手

リ
i
比
」
と
い
い
、
理
想
的
な
比
率
は

だ
い
た
い

1
・・
2
・・

5
と
な
り
ま
す
。

ア
メ
リ
カ
で
は
、
動
物
性
食
料
や

油
脂
類
の
摂
取
が
多
い
た
め
、
ま
た
、

フ
ラ
ン
ス
、
西
ド
イ
ツ
な
ど
の
西
歌

諸
冨
で
も
F
(
脂
肪
)
の
取
り
す
ぎ

が
目
立
ち
ま
す
。

こ
れ
ら
の
国
に
比
べ
て
現
在
の
日

本
人
の
平
均
的
な
食
事
は
、
ほ
ぽ
理

想
に
近
く
、
わ
米
を
中
心
に
多
種
多

様
な
食
品
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
食
べ
て

い
る
か
ら
で
す
。
こ
の
こ
と
は
、
日

本
人
の
平
均
寿
命
が
世
界
の
ト
ッ
プ

レ
ぺ
ん
に
あ
る
こ
と
で
も
、
日
本
型

食
生
活
の
よ
さ
が
証
明
さ
れ
て
い
ま

す。お

J I1 
米

お
い
し
い
お
米
と
言
わ
れ
る
品
種

『
コ
シ
ヒ
カ
リ
』
は
、
全
国
的
に
広

く
栽
培
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、

本
県
中
通
り
の
コ
シ
ヒ
カ
リ
は
、
全

国
で
最
も
わ
い
し
い
コ
シ
ヒ
カ
リ
の

産
地
で
す
。
ま
た
、
各
種
産
地
品
種

米
を
含
め
て
も
、
宮
城
県
南
の
サ
サ

ニ
シ
キ
に
継
ぐ
第
二
位
に
ラ
ン
ク
さ

れ
、
そ
の
名
を
広
め
て
い
ま
す
。

お
い
し
い
お
米
は
、
食
卓
を
リ
ー

ド
す
る
ヒ

i
ロ
ー
で
す
。
自
信
を
も

っ
て

H

お
い
し
い
玉
川
米
山
の
良
さ

を
広
め
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

講

イ雀

現
在
村
で
は
、
生
活
改
長
推
進
員

(
小
針
武
子
副
会
長
)
や
玉
川
村
泉

農
協
婦
人
部
(
角
田
キ
ク
ミ
部
長
)

と
須
釜
農
協
婦
人
部
(
京
形
窓
子
部

長
)
が
中
心
と
な
っ
て
、
石
川
農
業

改
良
普
及
所
と
詞
農
協
の
指
導
の
も

と
に
、
米
を
使
っ
た
料
理
講
習
会
を

開
催
す
る
予
定
で
す
。

米消費拡大推進事業おにぎり給食実施予定表

て
お
く

0

2

毘
布
を
加
え
て
炊
き
、
沸

桝
腐
し
た
ら
取
り
出
し
、
後
は

普
通
に
炊
く
。

3

炊
き
上
っ
た
ご
飯
に
、
合

わ
せ
酢
を
混
ぜ
て
お
く
。

4

鮭
を
焼
き
、
皮
と
骨
を
除

い
て
耀
く
ほ
ぐ
し
、
酒
を
ふ

っ
て
お
く
。

5

し
め
じ
は
み
り
ん
、
薄
口

し
よ
う
ゆ
を
煮
立
て
た
中
に

加
え
、
汁
け
が
な
く
な
る
ま

で
い
り
つ
け
て
冷
ま
す
。

6

す
し
飯
が
温
か
い
う
ち
に

鮭
と
し
め
じ
を
手
早
く
混
ぜ

合
わ
せ
る
。

器
に
盛
り
、
松
葉
の
形
に
切

柏町
7

4

9

っ
た
柚
子
を
ち
ら
す
。

泉幼稚園、須釜幼稚園、玉川第一小学校、須釜中学校

JI!辺小学校、須釜小学校、回辻分校、泉中学校

泉幼稚菌、須釜幼稚閣、玉川第一小学校、須釜中学校

米を使った料理講習会 (9月27臼就業改善センター)

3 



村
消
防
団
(
小
原
明
昭
団
長
)
恒
例
の
『
秋
季
検
閲
』が、

十

月
二
十
二
日
村
民
グ
ラ
ン
ド
で
行
わ
れ
、
団
員
二
百
六
十
五
人

が
出
席
し
火
の
{
寸
り
に
誓
い
を
新
た
に
し
ま
し
た
。
今
回
は
大

野
雅
人
県
議
会
議
長
は
じ
め
、
長
瀬
謙
助
石
川
支
部
長
や
長
沢

厚
夫
石
川
警
察
署
長
ら
多
数
の
来
賓
者
を
迎
え
、
キ
ビ
キ
ビ
し

た
分
列
行
進
や
小
隊
訓
練
を
披
露
。
さ
ら
に
長
瀬
支
部
長
か
ら

「
検
関
の
出
席
率
は
管
内
一
だ
。
団
員
の
消
防
人
と
し
て
の
自
覚
の

表
わ
れ
と
確
信
す
る
」
と
お
褒
め
の
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

来
賓
の
方
々

線
網

火
災
予
防
運
動

十
一
月
九
日
か
ら
十
一
月
十
五
日

ま
で
の
一
週
間
、
秋
の
全
国
火
災
予

防
運
動
が
展
開
さ
れ
ま
す
。

十
一
月
九
日
の
「
1
1
9
番
の
日
」

を
、
全
国
一
斉
に
秋
の
火
災
予
防
運

動
ス
タ
ー
ト
の
日
と
し
て
、
平
成
元

年
度
か
ら
始
め
ら
れ
ま
す
。

火
の
取
り
扱
う
機
会
が
多
い
季
節

を
迎
え
、
火
災
の
発
生
率
も
高
く
な

っ
て
き
ま
す
。
暖
か
い
や
す
ら
ぎ
の

生
活
は
壊
し
た
く
な
い
も
の
で
す
。

火
の
用
心
七
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
改

た
め
で
肝
に
銘
じ
、
無
火
災
で
明
る

い
地
域
守
つ
く
り
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
口

火
の
用
心
七
つ
の
ポ
イ
ン
ト

勇壮な分列行進を披露

①
寝
た
ば
こ
や
た
ば
こ
の
投
げ
捨

て
は
し
な
い
。

②
子
供
に
マ
ッ

チ
や
ラ
イ
タ
ー
で

遊
ば
せ
な
い
。

①
風
の
強
い
日
は
た
き
火
を
し
な

3
V
 

④
天
ぷ
ら
を
揚
げ
る
時
は
そ
の
場

を
離
れ
な
い
。

①
風
呂
の
空
だ
き
は
し
な
い
。

⑤
家
の
ま
わ
り
に
燃
え
や
す
い
物

を
置
か
な
い
。

⑦
ス
ト
ー
ブ
に
は
燃
え
や
す
い
物

を
近
づ
け
な
い

D

4 

日
切
@
司
副
司

刊
月
間

B
実
施
分

(
太
字
は
制
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル

m
〉
日
本
精
密
加
工
(
有
)
(
同
人
)

円
谷
明
美
平
塚
日
出
子
鈴

木
貞
子
佐
々
木
洋
子
吉
田
い

み
子
大
原
昭
平

斉
藤
浩
正

野
崎
キ
ン
子
大
和
田
誠
草
野

美
紀
子
藤
田
治
一
渡
辺
幸
雄

国
分
一
味
戸
勇
雄
橋
本
絹
子

。
福
島
空
港
建
設
共
同
企
業
体

工
事
現
場
(
白
人
)

三
家
久
関
根
真
奈
美
執
断
ぜ
〈

和

三

浦

亨

一

吉

田

和

基

大

坪
敏
男
桜
島
章
正
福
田
政
幸

脇
山
正
人
外
関
和
男
三
浦
辰

男
胡
摩
田
裕
治
鈴
木
文
昭

佐
藤
敏
夫
赤
池
謙
一
高
山
朝



大利

来
彰
状

-
枯
ら
糸

，一
世
火
ゑ
村

敬

一弘

あ
た
よ
ほ
タ
Y
与
に
わ
た
q

す刊

会
・住
戸内
向
ム
交
授
の
た
め
に

努
力
K
‘れ
そ
め
品
川
吠
は
み
さ
と
仏

滋
者
グ
ム
q
ま
す

よっ
て
‘
1
1
v
d小
川

M
i
・i
寸

十
月
二
十
日
、
都
内
文
京
区
の
概
吋
荘
で
開
か
れ
た
第

三
十
回
食
品
衛
生
表
彰
の
会
に
お
い
て
、
本
村
の
塩
沢
直

利
さ
ん
(
九
歳
・
南
須
釜
)
が
、
食
口
町
衛
生
功
労
者
と
し

て
摩
生
大
臣
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
塩
沢
さ
ん
は
、
昭

和
五
十
年
度
か
ら
玉
川
村
食
品
衛
生
組
合
長
と
し
て
現
在

も
役
職
に
就
く
か
た
わ
ら
、
昭
和
五
十
六
年
度
か
ら
昭
和

五
十
九
年
度
ま
で
の
四
年
間
、
石
川
地
区
食
品
衛
生
協
会

長
と
し
て
職
責
を
全
う
さ
れ
ま
し
た
。
食
中
毒
な
ど
世
論

の
注
目
を
浴
び
る
中
で
、
長
年
に
わ
た
り
厳
し
い
食
品
の

衛
生
指
導
に
携
わ
っ
た
功
績
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

本
当
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

安
心
で
き
る
食
品
衛
生
に

こ
の
た
び
、
厚
生
大
臣
表
彰
の
栄

に
浴
し
た
だ
た
だ
感
激
に
た
え
ま
せ

ん
。
こ
れ
を
機
に
、
今
後
と
も
石
川

保
健
所
及
び
役
員
各
位
並
び
に
地
区

食
品
衛
生
指
導
員
の
協
力
を
得
て
、

各
種
施
策
の
推
進
に
精
進
し
て
い
き

た
い
と
患
い
ま
す
。

食
品
衛
生
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
の

食
生
活
に
欠
か
せ
な
い
だ
け
に
、
食

品
衛
生
組
織
の
充
実
、
強
化
を
図
り

安
心
し
て
消
費
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
な
お
一
層
の
注
意
と
努
力
を
重
ね
、

明
る
く
豊
か
な
地
域
づ
く
り
に
頑
張

り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
本
当
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

平成元年11月広報たまかわ

村
食
品
衛
生
組
合
長

塩

沢

直

利

十
月
十
九
日
、
第
三
十
九
回
県
統

計
大
会
が
い
わ
き
市
平
市
民
会
館
で

4
1
 

==ロ

E

長
賞

溝井義明さん

開
催
さ
れ
、
席
上
本
村
の
溝
井
義
明

さ
ん
(
小
高
)
が
県
統
計
協
会
長
賞

(
会
長
・
佐
藤
栄
佐
久
県
知
事
)
を

受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

受
賞
さ
れ
た
溝
井
さ
ん
は
、
統
計

調
査
員
と
し
て
多
年
に
わ
た
り
各
種

統
計
に
協
力
さ
れ
、
統
計
発
展
に
尽

く
さ
れ
た
功
績
が
認
め
ら
れ
た
も
の

で
す
。

団
体
三
人
が
受
賞

阿久津幸子さん

十
月
十
三
日
相
馬
市
民
会
館
に
お

い
て
、
全
国
防
犯
運
動
第
十
回
福
島

県
中
央
大
会
が
聞
か
れ
、
大
会
席
上

本
村
の
一
団
体
と
三
人
の
方
が
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。

表
彰
さ
れ
た
の
は
、
優
良
防
犯
団
体

と
し
て
玉
川
村
西
部
防
犯
協
会
(
仁

井
田
保
雄
会
長
)
が
、
ま
た
、
防
犯

作
文
の
部
で
第
二
位
に
入
選
し
た
須

釜
中
学
校
の
阿
久
津
幸
子
さ
ん
と
吉

村
弘
美
さ
ん
、
同
じ
く
防
犯
ポ
ス
タ

ー
の
部
で
佳
作
に
入
選
し
た
金
子
美

由
紀
さ
ん
に
、
そ
れ
ぞ
れ
表
彰
状
と

記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

吉村弘美さん

徳

藤

沢

幸

雄

関

根

昭

雄

庄

司
博
之
白
石
英
徳
笹
沼
鉄
男

鈴
石
隆
之
水
谷
寿
恵
美
本
間

正
彦
森
田
雄
行
水
野
国
男

遠
藤
操
小
笠
原
修
相
楽
幸
子

制
酢
文
明
水
野
広
幸
久
保
木

一

彦

野

崎

公

夫

関

根

正

藁

葺
繁
一
北
山
功
人
菊
池
光
恵

小
平
広
吉
半
沢
年
美
市
川
潔

鈴
木
和
子
家
田
昭
小
原
藤
衛

工
藤
安
城
吉
田
美
穂
吉
田
市

郎

寺

尾

健

治

江

藤

準

一

安

藤
紀
子
小
河
原
保
夫
三
瓶
一

郎
土
屋
勝
志
上
安
哲
雄
一
勧

西
一
仁
大
学
明
水
戸
修
一

佐
久
間
正
剛
由
井
英
幾
守
屋

修
治

内
〉
須
釜
農
協
前
(
刊
人
)

草
野
光
徳
鈴
木
富
士
江
関

根
和
子
境
田
キ
ヨ
子
大
野
美

代
子
金
子
好
美
大
越
和
彦

塩
沢
正
人
矢
部
玄
幸
野
口
ア

キ

武

田

幸

子

熊

耳

優

子

塩

沢
直
一
八
木
喜
孝
国
井
正
喜

首
藤
両
輪

。
玉
川
村
役
場
前
(
幻
人
)

溝
井
陳
彦
野
口
サ
ツ
子
曲

山
知
賀
子
塩
沢
美
代
子
塩
沢

邦
章
高
原
昭
子
渡
辺
梅
代

溝
井
浩

一

溝
井
康
夫
曲
山
英

夫
岩
谷
ミ
サ
ヲ
丹
内
一
彦

三
輪
光
江
石
森
春
男
塩
田
敦

熊
田
富
一
鹿
又
陽
子
矢
部
常
政

次
ぺ

i
ジ
へ
つ
づ
く

5 



町
¥

大

野

優

良

賞湯

沢
田

子

馬

上

-
中
学
校
の
部

最
優
秀
賞

「
大
家
族
の
中
で
」

張

本

玉

蓮

(

泉

優

秀

賞関

根

渡

辺
小

針

優

良

賞増

子
石

井

久
美
子
(
須
釜
小
)

康

太
(
玉
一
小
)

豊
(
川
辺
小
)

勇
(
須
釜
小
)

中
)

英
子
(
須
釜
中
)

さ
な
え
(

0

)

直

美

(

泉

中

)

薫
(
須
釜
中
)

由
香
里
(
泉
中
)

入賞された32人の皆さん (10月258就業改善センター)

:伝人マ~ 

w〆感性

村
青
少
年
育
成
村
民
会
議
(
会
長
・
車
田
村
長
)
が
主
催
し
た

第
四
回
「
少
年
の
主
張
」
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
と
第
五
回
「
家
庭
の

日
」
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
の
表
彰
式
が
、
十
月
二
十
五
日
就
業
改
善

セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
表
彰
式
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
入
賞
さ

れ
た
三
十
二
人
の
小
・
中
学
生
が
出
席
、
会
長
か
ら
一
人
一
人
に

賞
状
と
記
念
の
層
、
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
泉
中
の
井
手
浩
智

君
と
阪
本
純
子
さ
ん
は
、
第
十
一
回
少
年
の
主
張
県
大
会
に
出
場

し
、
優
良
質
に
輝
き
ま
し
た
。
入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

一寸

少

作
文

九
月
三
十
日
郡
山
市
郵
便
局
で
聞

か
れ
た
「
第
十
五
回
わ
た
し
の
ア
イ

デ
ィ
ア
貯
金
箱
コ
ン
ク
ー
ル
」
で
、

本
村
の
須
釜
小
学
校
か
ら
出
品
し
た

十
二
点
の
う
ち
、
三
点
が
須
釜
郵
便

局
長
賞
(
塩
沢
正
勝
局
長
)
に
選
ば

れ
ま
し
た
口

須
釜
小
学
校
で
は
、
こ
の
コ
ン
ク

ー
ル
に
七
年
前
か
ら
出
品
し
て
お
り
、

今
年
は
百
三
十
三
人
が
参
加
し
ま
し

た
。
入
賞
作
品
を
含
む
十
数
点
の
作
品

を
局
内
に
展
示
し
、
来
る
人
の
自
を

最
優
秀
賞

「
心
の
完
走
」

井

手

浩

智

(

泉

「
転
校
を
通
し
て
得
た
こ
と
」

阪

本

純

子

(

泉

中

)

「
ひ
と
つ
の
失
敗
か
ら
」

塩

沢

唯

幸

(

須

釜

中

)

優

秀

賞小

林

有

賀

優

良

賞可

野

石

井

矢

吹

中

裕真

紀

(

泉

中

)

子
(
須
釜
中
)

智

哉

(

泉

中

)

由
香
里
(

0

)(
須
釜
中
)

I 

文

-
小
学
校
一
・

最
優
秀
賞

寸
ば
ば
ち
ゃ
ん
の
た
い
い
ん
」

関

根

良

里

子

(

須

釜

小

)

優

秀

賞

楽
し
ま
せ
て
い
ま
す
。
入
賞
者
は
次

の
と
お
り
で
す
。

im
作
須
釜
郵
便
局
長
賞

阿

部

真

理

(

須

釜

小

一

年

)

大

野

和

人

(

。

四

年

)

塩

沢

裕

史

(

五

年

)
"" 

病

間

十
一
月
七
日
か
ら
十
三
日
ま
で
の

一
週
間
は
、
全
国
糖
尿
病
週
間
で
す
。

プ
ロ
野
球
の
ペ
ナ
ン
ト
レ
ー
ス
で
、

チ
l
ム
に
貢
献
し
た
ガ
リ
ク
ソ
ン
選

手
。
ご
の
ガ
リ
ク
ソ
ン
選
手
が
糖
尿

病
患
者
な
の
を
ご
存
ピ
で
す
か
。
二

平成2年の成人式は来春 1月15日に村公民館

で開催されます。名前の載っていない方、ふる

さとで成人式を迎えたい方は、 12月22臼までに

村公民館H57-3101まで申し込み下さい。

作

弘

彦

栄

幸

和

保彦

宏

伸夫

博

犬竹

磯目

小針

弓

田

田

形

莫

荻

沖

宗

美

博

子

春

和

弘

大竹由里子

高原登紀子

藤井千代美

矢吹恵美子

矢部

吉村

矢部

野崎みどり

須藤永子

野崎嘉代子

三瓶さとみ

曲山由起江

関根安彦

溝井里枝

溝井 強

由
樹
(
玉
一
小
)

真
理
子
(
川
辺
小
)

佐

藤
白

旗

優

良

賞矢

吹

美

穂

(

川

辺

小

)

須

藤

好

美

(

玉

一

小

)

松

本

由

佳

(

須

釜

小

)

・
小
学
校
三
・
四
年
生
の
部

最
優
秀
賞

「ビ

ゃ
が
い
も
ほ
り
」

藤

田

知

恵

子

(

玉

一

小

)

優

秀

賞有

賀

利

絵

(

須

釜

小

)

関

根

治

子

(

0

)

優

良

費円

谷

春

美

(

川

辺

小

)

車

田

由

希

恵

(

玉

一

小

)

関

根

い

づ

み

(

。

)

・
小
学
校
五
・
六
年
生
の
部

最
優
秀
賞

寸
家
族
の
和
」

溝

井

文

優

秀

賞小

原

恵
(
玉
一
小

公

太
(
川
辺
小
)

ふ、

1

曲

山

道

子

吉

田

貴

子

菊

地

昌

勝

馬

場

芳

昭

大

野

賢

一

西

川

美

枝

子

阿

部

義

隆

小

針

一
二
円
谷
久

高

林

重

和

小

針

敬

子

曲

山

孝

夫

車

田

ヨ

シ

子

仁

井

田

健

瓜

主

利

典

石

井

雅

夫

佐

藤

恵

美

子

岩

谷

勝

雄

遠

藤

豊

子

以
上
百
二
十
七
人
の
方
々
か
ら

ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご

厚
意
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

十
歳
の
時
に
糖
尿
病
を
宣
告
さ
れ
た

彼
は
、
健
康
が
第
一
条
件
で
あ
る
プ

ロ
ス
ポ

ー
ツ
の
世
界
で
、
治
療
と
リ

ハ
ビ
リ
を
続
け
な
が
ら
、
病
気
と
闘

い
活
躍
し
で
い
る
の
で
す
。

放
置
す
る
と
さ
ま
ざ
ま
な
合
併
症

を
引
き
起
こ
し
ま
す
の
で
、
早
期
発

見
の
た
め
に
、
特
に
次
の
よ
う
な
人

は
一
度
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

。
両
親
や
血
縁
者
に
糖
尿
病
の
人
が

い
る
人

・
四
十
歳
を
過
ぎ
て
太
つ
で
い
る
人

・
運
動
不
足
の
人

-
空
腹
感
や
だ
る
さ
、
口
の
渇
き
や

多
飲
・
多
尿
な
ど
、
糖
尿
病
特
有

の
症
状
が
あ
る
人

子タ

洋子

元良

大野武彦

宗形重秋

大野福浩

宗形美津子

買
い
物
を
し
た
時
に
渡
さ
れ
る

レ
シ
ー
ト
や
領
収
書
が
な
か
っ
た

ら
ト
ラ
ブ
ル
に
な
っ
て
し
ま
う
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
皆
さ
ん
次
の
こ

と
に
留
意
し
ま
し
ょ
う
。

・
国
民
年
金
保
険
料
等
の
領
収
書

は
、
年
金
を
受
け
取
る
ま
で
保

存
し
て
下
さ
い
口

・
休
眠
預
金
は
、
十
年
で
消
滅
時

効
が
成
立
し
ま
す
。

品
作
領
収
書
の
保
管
期
間
の
目
安

(
消
滅
時
効
期
間
)

次
ペ

i
ジ
へ
つ
づ
く

旅館等の宿泊料、食堂等の飲食代や席料、タク

シー代、旅客や貨物の運賃、大工等の手間賃、

家事使用人の給料、貸衣裳等の動産の損料。

学校や塾の授業料、けいこごとの月謝、職人の

手間賃、商品の代金、ク リーニ ング代、パーマ・

散髪代、電気代、ガス代等。

医療費、建築工事費等。

国税、地方税、水道料金等の公共料金、地代、

家賃、利息、丹賦代金、商売上の貸借金等。

首藤

倉鎌

上野

勇

紀江

勇次

-亡と
べ与、

佐久間健二

佐久間正

三吉由利子

柳沼則子

藤田広美

杉山隆二

大越典幸

関根博幸

車田

須釜

有賀

小委十高林はるみ

平井里利子

倉鎌秀明

大竹 富 恵

上 野 敏 彦

太田秀幸

相柴勝美

小原ちい子

大越和彦

園谷克也

小針恵美子

矢吹将徳

大和国道秋

佐藤熊寿

矢吹百合子

榊枝勝彦

須釜 春 美

有賀俊彦

近内正文

石森美知夫

須 田 博 行

川辺

白坂利則

石井伸浩

矢部万美子

蒜生

小高

矢吹克哉

矢吹恭子

小針佳子

中

小針仁一

岩 法 寺

渡透昭男

竜崎

仁井田美江

南須釜

榊枝光一

塩津美樹子

塩津福一

飯島春美

北須釜

塩 津貴 子
-=:t:-

佐藤春男

大和田裕美

山小屋

四辻新田

6 

美佳飯田

7 



言葉はいらない「オレに…」と若さいっぱいのレースでした

スゴイ迫力ですね。母ちゃんにさからってはいけませんよ平成元年の開会式に花を添えた南須釜の大野直寛さん

754際業をミミ之
多Ã~ @ 

側東京エーエムアール取締役

佐藤正明氏の講演会より

そ
れ
で
は
、
本
論
の
フ
ラ
イ
ト

農
業
の
需
要
化
の
問
題
に
入
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ムL

件

ま
ず
需
要
化
を
す
る
に
二
つ
の

条
件
が
あ
り
ま
す
。
一
つ
は
、
産

地
か
ら
空
港
が
非
常
に
近
い
と
い

う
こ
と
が
最
大
の
条
件
な
ん
で
す
。

こ
れ
が
空
港
か
ら
百
キ
ロ
討
も
離

れ
て
い
る
と
し
ま
す
と
、
「
や
め

と
き
な
さ
い
し
と
言
い
た
い
訳
で

す
。
何
故
か
と
一
言
い
ま
す
と
、
通

常
飛
行
場
ま
で
は
ト
ラ
ッ
ク
で
運

び
、
飛
行
場
で
積
み
替
え
て
消
費

地
ヘ
フ
ラ
イ
ト
し
、
ま
た
、
ト
ラ

ッ

ク
に
積
み
替
え
ま
す
。
こ
れ
を
専

間
用
語
で

H

横
も
ち
H

と
言
い
ま
す
が
、

横
持
ち
の
運
賃
と
い
う
の
は
意
外
に

か
か
る
ん
で
す
。
だ
か
ら
、
飛
行
場

に
最
も
近
い
所
が
有
利
な
ん
で
す
。

つ
ま
り
、
皆
さ
ん
の
玉
川
村
は
、
横

も
ち
の
費
用
が
か
か
ら
ず
に
済
む
と

い
う
、
最
大
の
立
地
条
件
に
あ
る
訳

で
す
。
と
こ
ろ
が
、
距
離
が
あ
り
ま

す
と
、
ど
う
し
て
も
横
も
ち
の
費
用

が
高
く
つ
き
ま
す
か
ら
、
ど
う
せ
な

ら
そ
の
ま
ま
陸
送
し
た
方
が
良
く
な

っ
て
し
ま
う
訳
で
す
。

8 

キ

高
出

二
つ
め
に
、
キ
ロ
グ
ラ
ム
当
た
り

の
市
場
価
格
が
、
最
底
で
も
七
百
円

以
上
で
な
け
れ
ば
な
ら
ん
と
言
う
こ

と
で
す
。
で
き
れ
ば
千
円
は
欲
し
い

で
す
ね
。
そ
の
た
め
の
手
段
と
し
ま

し
で
は
、
一
つ
に
促
成
栽
培
を
や
っ

て
早
出
し
す
る
こ
と
で
す
。
句
の
物
を

一
早
く
消
費
者
に
提
供
す
る
訳
で
す
。

も
う
一
つ
は
、

A
7
一
番
遅
れ
て
い
る

抑
制
栽
培
な
ん
で
す
。
す
き
ま
を
ね
ら

っ
て
出
荷
す
る
と
い
う
や
つ
で
す
ね
。

そ
し
て
、
こ
れ
の
最
大
の
立
地
条
件

は
ど
こ
か
と
言
い
ま
す
と
、
実
は
、

東
北
と
関
東
と
の
中
間
地
点
な
ん
で

す
。
ち
ょ
う
ど
皆
さ
ん
方
の
位
置

に
な
る
訳
で
す
ね
凸
た
だ
、
技
術

上
の
問
題
が
出
て
き
ま
す
が
、
そ

れ
に
は
、
行
政
あ
る
い
は
研
究
機
関



現
在
、
公
立
小
学
校
は
ほ
と
ん
ど

共
学
で
、
男
の
子
と
女
の
子
は
机
を

並
べ
て
勉
強
し
て
い
ま
す
。
一
、
二

年
生
の
こ
ろ
ま
で
は
幼
稚
園
の
こ
ろ

と
よ
く
似
て
い
て
、
男
の
子
と
女
の

子
は
一
緒
に
遊
び
ま
す
し
、
相
互
の

家
に
遊
び
に
い
っ
た
り
も
し
ま
す
口

三
、
四
年
生
に
な
る
と
、
身
体
の

発
達
に
差
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、

興
味
を
も
つ
こ
と
も
違
っ
て
き
ま
す
。

そ
の
た
め
に
男
の
子
と
女
の
子
は
接

触
す
る
こ
と
が
少
な
く
な
り
、
対
立

標準小作料が改定

平成元年11用広報たまかわ

玉川村の標準小作料が下記のとおり、

改定されましたのでお知らせします。

10a当り収量

表作青刈トウモロコ

シ 4，200kg

裏作エンバク

3，600kg 

標高300m以下、 10a

当り乾草換算 988kg 

標高400m以下、 10a

当り乾草換算 871kg 

標高400m以上、 10a

当り乾燥換算 753kg 

2，200円

1，200円

600円

10，000円

標準小作料

上

中

下

定
の
異
性
に
接
近
し
た
り
好
意
を
示

し
た
り
す
る
と
、
向
性
の
仲
間
か
ら

か
ら
か
わ
れ
た
り
し
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
無
視
、
反
発
、
無
愛
想

な
態
度
は
異
性
の
友
だ
ち
が
嫌
い
だ

か
ら
で
な
く
、
強
い
関
心
を
も
ち
な

が
ら
、
そ
れ
を
表
現
す
る
の
に
差
恥

を
感
じ
て
い
る
か
ら
で
す
。
し
た
が

っ
て
運
動
会
の
ク
ラ
ス
対
抗
リ
レ
!

⑩ 

東
京
都
立
大
学
教
授

詫

摩

武

俊

す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
ク
ラ
ス
の

中
で
い
い
成
績
を
と
っ
た
の
が
男
の

小
学
校
の
男
の
子
と
女
の
予

子
で
あ
る
と
男
の
子
は
喜
び
、
女
の

子
は
く
や
し
が
る
と
い
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。
家
庭
が
近
く
て
登
校
、
下

校
の
道
順
が
同
じ
で
も
、
男
の
子
と

女
の
子
は
肩
を
並
べ
て
歩
き
ま
せ
ん
。

こ
の
対
立
的
な
風
潮
に
反
し
て
、
特

の
と
き
の
よ
う
に
、
公
然
主
全
員
が

関
心
を
表
現
で
き
る
機
会
に
は
、
自

分
が
ひ
そ
か
に
好
意
を
も
っ
て
い
る

異
性
の
選
手
に
、
熱
の
こ
も
っ
た
応

援
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

五
年
生
、
六
年
生
で
は
身
長
、
体

な
ど
の
指
導
が
必
要
に
な
っ
て
く

る
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
と
、

労
働
集
約
型
の
方
が
良
い
と
雷
う

こ
と
で
す
。
例
え
ば
大
葉
の
よ
う

に
、
一
枚
一
枚
葉
つ
ば
を
重
ね
十

枚
に
し
て
ワ
ッ
パ
で
く
く
り
、
ト

レ
l
に
入
れ
て
出
荷
す
る
。
ま
た
、

豆
類
だ
っ
た
ら
、
こ
れ
も
一
つ
一

つ
手
で
採
っ
て
出
荷
す
る
時
に
大

き
さ
を

L
、
M
、
S
と
い
う
ふ
う

に
振
り
分
け
、
そ
れ
を
一
つ
一
つ

き
っ
ち
り
箱
の
中
に
入
れ
て
グ
ラ

ム
数
を
量
っ
て
出
荷
す
る
方
法
で
す
。

つ
ま
り
キ
ロ
単
価
を
高
く
す
る

重
、
胸
囲
、
座
高
の
ど
れ
を
と
っ
て

も
、
全
国
平
均
値
で
は
女
子
の
ほ
う

が
男
子
よ
り
も
ま
さ
っ
て
い
ま
す
。

性
的
な
成
熟
も
女
子
の
ほ
う
が
早
く

現
れ
ま
す
。
こ
の
時
期
で
は
知
的
な

関
心
も
概
し
て
女
子
の
ほ
う
が
高
く
、

全
体
的
に
お
と
な
っ
ぽ
い
感
じ
が
し

ま
す
。
五
年
生
、
六
年
生
の
こ
ろ
に

は
、
同
じ
学
級
の
中
に
姉
と
弟
が
並

ん
で
授
業
を
受
け
て
い
る
よ
う
な
感

じ
を
与
え
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
な

か
に
は
女
の
子
に
い
じ
め
ら
れ
て
、

学
校
に
行
く
の
を
嫌
が
る
男
の
子
も

い
ま
す
。

こ
の
こ
ろ
は
、
男
の
子
と
女
の
子

の
立
場
が
ほ
か
の
時
期
と
は
違
っ
た

特
徴
を
示
す
の
で
す
。
「
女
の
子
を

いい
U

め
て
は
い
け
な
い
」
と
男
の
子

は
よ
く
い
わ
れ
ま
す
が
、
「
男
の
子

に
は
、
早
出
し
か
、
あ
る
い
は
す
き

ま
出
し
か
、
そ
し
て
労
働
集
約
型
が

良
い
と
言
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
"
つ
く
り
に
励
む

竜
崎
の
小
林
謙
一
さ
ん
。
現
在
四
十

J
を
栽
培
し
て
い
る
。

を
い
じ
め
て
は
い
け
な
い
い
と
女
の

子
が
い
わ
れ
る
こ
と
は
な
い
そ
う
で

す。
共
学
が
普
及
し
、
女
の
子
が
伸
び

伸
び
と
し
て
き
ま
し
た
口
男
の
子
に

対
し
て
理
由
の
な
い
ひ
け
目
を
感
ず

る
こ
と
が
少
な
く
な
り
、
自
分
の
未

来
に
し
っ
か
り
し
た
目
標
を
も
っ
女

の
子
が
増
加
え
ま
し
た
。
し
か
し
、
発
透

過
程
の
あ
る
時
期
に
、
前
記
の
よ
う

な
こ
と
が
と
き
ど
き
生
ず
る
こ
と
を
、

親
は
知
っ
て
い
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す。

9 
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メンズ、カジュアルシャツの

場工p~ 専

代表者

石川金六

会社の概要
製
品
の
メ
ン
ス
カ
ジ
ュ
ア
ル
シ
ャ
ツ

明

る

い

社

屋

福
島
リ
バ

i
ス
ト
ー
ン
は
、
昭
和

四
十
九
年
四
月
に
設
立
。
そ
の
後
、

昭
和
五
十
三
年
に
現
在
地
に
移
転
し
、

昭
和
五
十
八
年
に
二
階
社
屋
を
増
設

し
て
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

当
初
は
、
紳
士
用
ワ
イ
シ
ャ
ツ
の

製
造
を
主
力
に
し
て
い
ま
し
た
が
、

時
代
の
ニ
1
i

ズ
と
と
も
に
カ
ジ
ュ
ア

ル
系
の
シ
ャ
ツ
類
に
移
行
し
、
現
在

で
は
、
高
級
メ
ン
ズ
カ
ジ
ュ
ア
ル
シ

ャ
ツ
製
造
の
専
門
工
場
と
し
て
、
市

場
か
ら
も
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

特
に
、
取
引
先
か
ら
の
信
頼
が
厚

く
、
高
度
な
技
術
を
要
す
る
製
品
の

受
注
が
相
次
ぎ
、
こ
れ
ら
の
製
品
は

都
内
の
メ
ン
ズ
ブ
テ
ィ

ッ
ク
や
有
名

百
貨
屈
の
商
品
と
な
っ
て
陳
列
さ
れ

て
い
ま
す
。
中
で
も
大
手
の
取
引
先

で
あ
る
株
式
会
社
日
興
ア
パ
ル
は
、

取
引
範
囲
が
東
北
、
関
東
、
関
西
に

及
ぶ
問
屋
数
二
十
庖
舗
、
小
売
業
者

百
二
十
余
肱
舗
の
得
意
先
を
抱
え
る

メ
ン
ズ
カ
ジ
ュ
ア
ル
シ
ャ
ツ
メ
ー
カ

ー
で
す
。

機

械

化

推

進

業
務
内
容
は
、
裁
断
か
ら
縫
製
、

仕
上
の
一
貫
作
業
で
、
一
番
の
売
れ

筋
と
さ
れ
て
い
る
デ
ザ
イ
ン
物
が
製

造
の
主
流
と
な
っ
て
い
ま
す
。

現
在
の
カ
ジ
ュ
ア
ル
シ
ャ
ツ
は
、

業
界
語
で
変
わ
り
型
と
呼
ば
れ
る
製

て
い
ぽ
'
九

品
で
、
い
わ
ゆ
る
定
番
と
さ
れ
て
き

た
レ
ギ
ュ
ラ
ー
カ
ラ
ー
や
オ
ー
プ
ン

シ
ャ
ツ
と
は
遠
い
、
シ
ャ
ツ
そ
の
も

の
の
形
が
変
わ
り
、
よ
り
お
し
ゃ
れ

な
シ
ャ
ツ
に
な
っ
て
い
ま
す
。
当
然

に
、
技
術
も
よ
り
高
度
な
も
の
が
要

求
さ
れ
る
た
め
、
福
島
リ
バ
ー
ス
ト

ー
ン
で
は
、
多
様
化
す
る
市
場
ニ
ー

ズ
に
こ
た
え
よ
う
と
、

A
7
年
度
か
ら

五
か
年
計
画
で
業
務
の
細
部
に
わ
た

っ
て
機
械
化
を
進
め
よ
う
と
の
そ
の

準
備
に
入
っ
て
い
ま
す
。

通

勤

に

便

利

福
島
リ
バ
ー
ス
ト
ー
ン
は
、

J

R

水
郡
線
川
辺
沖
と
国
道
一
一
八
号
の

す
ぐ
近
く
に
あ
り
、
通
勤
に
大
変
通

し
た
場
所
に
位
置
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
社
員
送
迎
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

福
祉
厚
生
面
で
は
、
社
員
の
要
望

に
こ
た
え
て
慰
安
旅
行
や
技
術
研
修
、

忘
年
会
、
花
見
な
ど
の
行
事
を
企
画

し
、
社
員
の
自
主
的
な
運
営
に
よ
り

実
施
し
て
い
ま
す
。

10 
福島リバーストーンはあなたがヒロイン。受注急増に伴い、も若干名令社員を募集しています。



県
が
主
催
す
る
平
成
元
年
度
の
若
人
の
翼
に
、
本
村
か
ら
小
高
の
車
田
和
雄
さ
ん

と
川
辺
の
小
針
智
子
さ
ん
の
こ
人
が
、
欧
州
と
東
南
ア
ジ
ア
の
コ
ー
ス
に
参
加
し
ま

し
た
。
玉
川
村
か
ら
は
、
昭
和
五
十
年
に
山
小
屋
の
石
森
春
男
さ
ん
が
参
加
し
て
以
来
、

今
回
で
十
二
人
と
な
り
、
国
際
人
へ
の
関
心
と
意
欲
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
、

派
遣
を
前
に
二
人
か
ら
研
修
へ
の
抱
負
を
伺
っ
て
み
ま
し
た
。

を
小高車田和雄さん

東京精工(槻勤務

平成元年11用

今
回
若
人
の
翼
に
応
募
す
る
に
あ

た
っ
て
は
、
会
社
か
ら
の
絶
大
な
る

推
せ
ん
が
あ
リ
、
私
と
し
て
も
こ
の

よ
う
な
チ
ャ
ン
ス
は
二
度
と
な
い
こ

と
と
光
栄
に
思
い
応
募
い
た
し
ま
し

た
外
国
の
人
た
ち
と
の
受
流
は
、
以

前
か
ら
の
希
望
で
あ
り
、
ホ
ー
ム
ス

テ
ィ
も
大
麦
興
味
深
い
も
の
で
す

D

テ
レ
ビ
や
雑
誌
で
得
た
海
外
の
情
報

と
比
べ
て
実
際
の
習
慣
、
国
民
性
、

広報たまかわ

文
化
、
風
俗
を
出
分
な
り
に
学
び
、

心
と
心
の
ふ
れ
あ
い
で
言
葉
を
越
え

た
友
情
と
い
う
も
の
を
体
験
で
き
た

ら
と
願
っ
て
い
ま
す
。

研
修
後
は
多
く
の
若
者
に
そ
の
感

動
を
伝
え
、
地
域
や
社
会
に
少
し
で

も
貢
献
で
き
た
ら
幸
い
と
考
え
ま
す
。

た1 1月の公民館行事

情
を

川辺小針智子さん
福島岩通側勤務

(須賀川市)

輩
の

平
成
元
年
度
「
若
人
の
翼
」
の
団

員
と
し
て
、
十
月
七
日
に
県
知
事
か

ら
い
た
だ
い
た
団
員
証
を
手
に
、
研

修
の
忙
が
し
さ
に
ま
ぎ
れ
忘
れ
か
け

て
い
た
目
的
を
思
い
出
し
ま
し
た
。

国
際
化
を
望
ま
れ
る
今
、
日
本
だ

け
で
な
く
世
界
に
目
を
向
け
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
D
J一
色
人
の
翼
」
と
い

う
海
外
研
修
に
参
加
し
て
、
自
分
の

視
野
を
広
げ
、
意
識
改
革
を
し
よ
う

と
私
は
行
動
を
開
始
し
た
の
で
す
。

環
境
も
、
生
活
習
慢
も
遣
う
人
々
と

の
ふ
れ
あ
い
は
、
私
に
ど
ん
な
こ
と

を
教
え
て
く
れ
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん

が
、
私
は
体
験
す
る
す
べ
て
を
同
世

代
の
人
に
伝
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
誰
か
が
「
若
人
の
翼
」
に
参

加
し
て
く
れ
た
ら
、
私
の
国
際
化
の

第
一
歩
に
な
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

が

多
勢
の
人
に
協
力
し
て
い
た
だ
き

参
加
で
き
る
こ
の
研
修
を
有
意
義
に

過
ご
し
で
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

玉
川
村
か
ら
次
の
方
々
が
、
若
人

の
翼
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん

も
国
際
人
を
目
指
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

*
欧
州
コ
!
ス
(
敬
称
略
)

石
森
春
男
(
山
小
屋
)

有
賀
明
美
(
吉
)

八
木
喜
孝
(
南
須
釜
)

溝
井
浩
一
(
小
高
)

須
藤
昭
(
川
辺
)

*
南
米
コ
!
ス

須
藤
安
昭
(
小
高
)

*
東
南
ア
ジ
ア
コ
l
ス

小
針
幸
夫
(
北
須
釜
)

白
旗
正
彦
(
川
辺
)

im
作
中
国
コ

i
ス

増
子
貞
美
(
南
須
釜
)

吉
田
悦
子
(
川
辺
)

12日(日・第18回少年剣道大会

勤労者体育センター

・泉婦人学級⑥ 福島市

「文化の街めぐりJ

13日(局・ママさんパトミントン

教室⑦ 村体育館

午後 2:00""'4:00 
-青年教室⑥ 「かくし

芸」討議・実技就改

センター午後 7:00---
14日ω・須釜書道教室⑫ 須釜

公民館午後7:00""' 9: 00 
15日約・高齢者教室⑦

「身近な火の取扱いJ

講師…須賀川地方広域

消防本部

泉教室就改センタ

ー午前 9:30""'11:30
須釜教室須釜公民

館午後 1:30""' 3:30 
16日(木)・泉書道教室⑬ 就改セ

ンター午後7:00""'9: 00 
19日(印・須釜婦人教室@ 福島

市「文化の街めぐり」

26日的・第3回村民綿引き大会

村体育館

※一般の参加チームを

お待ちしています

28日(j()・須釜書道教室⑬ 須釜

公民諮午後7:00""'9 :00 
30日休)・泉書道教室⑫ 就改セ

ンター午後7:∞""'9 :00 
12月

4日ぬ・ママさんパトミントン

教室③ 村体育館

午後2:00""'4 :00 
58ω ・須釜書道教室⑬ 須釜

公民館午後7:00""'9 :00 
7日的・泉書道教室⑬就改セ

ンター午後7:00'"'-'9 : 00 

， 
/ 

/ 
/ 
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治
氏
一
区
一

M，

b
山
一
一
む
い
山
一
日
目
一
一
日
一
広

川端々
J
一

t
E
C
J
J
S
F
u
-
-
J鉱山

由，

h
d
Z
F，d

ぶ
-dJag-，

H
紙
一
個
私
喝
調
品
必
組
事

τ噌
義
晴
掲
載
A

広報Tこまなわ

「
い
ま
ブ
ラ
ジ
ル
の
人
が
来
て
る

ん
で
す
」
と
の
突
然
の
電
話
に
、
夜

道
を
急
い
で
川
辺
の
佐
藤
為
雄
さ
ん

宅
へ
向
っ
た
。
広
い
躍
も
車
で
埋
ま

り
、
何
事
か
と
恐
る
恐
る
玄
関
の
戸

を
開
け
る
と
、
ゃ
ん
や
の
喝
さ
い
。

ブ
ラ
ジ
ル
の
い
と
こ
が
来
て
そ
の
歓

迎
会
の
最
中
で
あ
っ
た
。

両

出
身

来
村
し
た
の
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
・
サ

ン
パ
ウ
ロ
州
カ
サ
パ
パ
市
在
住
の
白

旗
秀
男
さ
ん
(
出
歳
)
。
父
白
旗
新

八
郎
さ
ん

(η
歳
)
は
、
川
辺
の
白

旗
保
喜
さ
ん
の
叔
父
、
母
、
ン
チ
さ
ん

(
刀
歳
)
は
問
ピ
く
川
辺
の
佐
藤
為

雄
さ
ん
の
叔
母
に
な
り
、
秀
男
さ
ん

と
は
い
と
こ
の
間
柄
。

来
日
の
き
っ
か
け
は
、
秀
男
さ
ん

が
勤
め
る
油
脂
関
係
会
社
か
ら
、
同

僚
二
人
で
東
京
に
あ
る
油
脂
関
連
会

社
ユ
シ
ロ
・
ケ
ミ
カ
ル
社
の
研
修
生

と
し
て
初
来
日
し
た
も
の
。
同
社
で

の
研
修
期
間
は
、
十
月
九
日
か
ら
十

月
二
十
六

E
ま
で
。
そ
し
て
、
十
丹

十
四
・
十
五
百
の
休
日
を
利
用
し
て

両
親
の
ふ
る
さ
と
を
訪
れ
た
。

泊
。
翌
十
五
日
に
、
父
親
の

で
あ
る
白
旗
保
事
さ
ん
宅
で
、
そ

の
あ
と
母
親
の
実
家
で
あ
る
佐
藤

為
雄
さ
ん
喝
を
訪
れ
、
そ
れ
ぞ
れ

盛
大
な
歓
迎
を
受
け
た
。

前
も
っ
て
『
息
子
が
行
く
の
で

わ
世
話
願
い
ま
す
』
と
の
シ
チ
さ

ん
か
ら
の
知
ら
せ
が
あ
っ
た
も
の

歓

激

秀
男
さ
ん
は
、
十
月
十
三
日
夜
、

東
北
新
幹
線
で
伯
母
と
い
と
こ
ら
が

迎
え
に
立
つ
新
白
河
駅
に
到
着
。
石

川
町
の
伯
母
志
賀
ス
イ
さ
ん
宅
で
一

10丹138複新色河釈で出迎え。主から志賀英夫・スイさん夫鰭(石川町)、
来臼した自旗秀男さん、白旗保蓄さん、志賀英ーさん、佐藤為雄さん

ヘ

年
末
調
整
の
季
節

妻
「
年
末
調
整
の
時
期
だ
け
れ
ど

あ
な
た
の
会
社
は
済
ん
だ
の
0
・L

夫
「
ま
だ
だ
よ
、
今
年
は
子
供
が

生
ま
れ
た
か
ら
早
め
に
扶
養
控
除

の
申
告
を
し
な
く
ち
ゃ
L

萎
よ
エ
命
保
険
や
火
災
保
険
の
保

険
料
の
申
告
も
忘
れ
な
い
で
ね
L

年
末
調
整
は
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
に

勢

保
養
セ
ン
タ
ー
を

ご
利
用
下
さ
い

国
民
年
金
の
福
祉
施
設
に
は
、
国

民
年
金
中
央
会
館
と
国
民
年
金
保
養

セ
ン
タ
ー
が
あ
り
ま
す
。
保
養
セ
ン

タ
ー
は
、
自
然
公
園
や
温
泉
な
ど
の

恵
ま
れ
た
環
境
に
設
け
ら
れ
、
四
季

を
通
ピ
て
利
用
で
き
ま
す
。
ま
た
、

と
っ
て
確
定
申
告
に
代
わ
る
大
切
な

手
続
き
で
す
。

今
年
中
に
、
結
婚
や
出
産
な
ど
で

扶
養
親
族
に
移
動
が
あ
っ
た
人
、
国

民
年
金
や
生
命
保
険
料
を
支
払
っ
た

人
な
ど
は
、
勤
務
先
に
忘
れ
ず
に
控

除
申
告
書
を
提
出
し
て
下
さ
い
。

須
賀
川
税
務
署
で
は
、
次
の
日
程

で
、
年
末
調
整
と
青
色
申
告
の
説
明

会
を
開
催
し
ま
す
。

年
末
調
整
説
明
会

日
時
日
月
幻
自
(
月
)

午
後
1
時
初
分
1

4
時

会
場
石
川
地
方
農
業
共
済
組
合

対
象
者
石
川
郡
全
部

音
色
申
告
説
明
会

日

時

ロ

月

8
日
(
金
)

午
後
1
時
初
分
1

3
時

玉
川
村
商
工
会
館

12 

ム
京

場

所
に
な

そ
の
数
は
全
国
で

っ
て
い
ま
す
。

ご
家
族
や
グ
ル
ー
プ
で
、
も
み
じ

狩
り
や
温
泉
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

利
用
料
金
は
、
一
泊
二
食
付
で
、

大
体
五
、

0
0
0円
克
当
で
す
。

わ
申
込
み
わ
問
い
合
せ
は
、
各
保

養

セ

ン

タ

ー

へ

は

ハ

ガ

キ

で
ど
う
ぞ
。

※
福
島
県
の
国
民
年
金
保
養
セ
ン

タ
ー
は
「
伺
多
多
羅
」
で
す
。

一
管
制
福
島
県
二
本
松
市
岳
温
泉
一

丁
目
二

O
O
i
一

宮

0
2
4
3
(
2
4
)
2
3
0
6



持
¥

の
、
本
人
の
秀
男
さ
ん
は
、
「
こ
ん
な

に
も
大
勢
の
親
せ
き
の
方
に
歓
迎
さ

れ
て
大
変
う
れ
し
い
」
と
盛
り
上
が

る
宴
会
の
席
上
で
答
え
た
が
、
一
人

ぽ
つ
ね
ん
と
し
た
よ
う
す
。
訳
を
聞

く
と
「
早
口
で
話
さ
れ
る
と
理
解
で

き
な
い
」
と
の
こ
と
。
そ
れ
も
そ
の

は
ず
、
秀
男
さ
ん
は
か
な
り
日
本
語

を
マ
ス
タ
ー
し
て
い
る
が
、
ブ
ラ
ジ
ル

で
の
日
常
会
話
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
で

あ
る
か
ら
。
ま
た
、
日
本
の
感
想
は
と

の
聞
い
に
「
あ
い
さ
つ
と
交
通
ル

i
ル

が
よ
く
で
き
て
い
ま
す
」
と
答
え
た
。

移

母車

露支

平成元年11月

い
つ
の
間
に
か
夜
が
更
け
、
集
ま

っ
た
人
た
ち
は
、
秀
男
さ
ん
を
励
ま

し
つ
つ
ポ
ツ
リ
ポ
ツ
リ
と
帰
り
支
度
。

よ
う
や
く
静
ま
っ
た
居
間
で
こ
た
つ

を
囲
み
な
が
ら
、
改
め
て
秀
男
さ
ん

か
ら
話
を
伺
っ
た
。

秀
男
さ
ん
は
、
男
六
人
女
一
人
の

七
人
兄
弟
の
末
っ
子
。
シ
チ
さ
ん
が

婦
郷
し
た
と
き
に
、
そ
の
話
を
聞
い

て
兄
弟
た
ち
は
七
福
神
様
が
出
来
た

よ
う
だ
と
祝
福
し
た
と
か
む
そ
し
て

現
在
は
、
日
系
二
世
の
妻
と
子
供
一

人
の
三
人
家
族
。
両
親
の
新
八
郎
さ

ん
と
シ
チ
さ
ん
は
、
昭
和
八
年
に
若

干
十
五
と
十
六
歳
で
ブ
ラ
ジ
ル
に
移

住
し
た
。
そ
れ
か
ら
、
昭
和
四
十
八

年
に
シ
チ
さ
ん
一
人
で
四
十
年
ぶ
り

広報たまかわ

に
帰
郷
。
そ
の
あ
と
、
新
八
郎
さ
ん

と
と
も
に
、
昭
和
六
十
年
四
月
に
も

帰
郷
し
て
い
る
。
新
八
郎
さ
ん
夫
婦

は
、
ブ
ラ
ジ
ル
移
住
後
農
業
に
従
事

し
た
が
、
秀
男
さ
ん
が
三
歳
の
時
に

子
供
た
ち
の
未
来
を
考
え
て
離
農
し
、

工
業
関
係
会
社
に
勤
務
し
た
。

A
7
で

は
、
子
供
た
ち
も
工
業
関
係
に
携
わ

る
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
と
し
て
す
べ
て
独

立
し
て
い
る
。

水

さ

こ
こ
で
一
つ
、
最
初
の
宿
泊
先
で

あ
っ
た
石
川
町
の
志
賀
さ
ん
宅
で
の

出
来
事
。
翌
日
呂
が
覚
め
た
秀
男
さ

ん
は
、
洗
面
器
に
水
を
溜
め
て
顔
を

洗
っ
た
。
な
ん
だ
あ
、
オ
レ
も
や
っ

て
い
る
ぞ
と
い
う
人
も
い
る
か
も
し

れ
な
い
。
で
も
、
ブ
ラ
ジ
ル
で
は
、

洗
顔
に
限
ら
ず
、
入
浴
で
も
必
要
以

上
の
水
は
使
わ
な
い
。
そ
れ
だ
け
、

水
は
貴
重
だ
か
ら
で
あ
る
。
節
水
節

水
と
呼
び
か
け
る
日
本
の
水
事
情
も

満
た
さ
れ
た
生
活
の
影
に
隠
れ
て
し

ま
う
。
国
を
隔
て
た
者
同
志
が
、
ち

ょ
っ
と
し
た
生
活
体
験
の
中
で
感
じ

ら
れ
た
小
さ
く
て
も
大
き
な
事
だ
。

別
れ
る
前
に
一
言
「
今
度
は
妻
と

子
供
を
連
れ
て
き
た
い
」
と
語
っ
た

秀
男
さ
ん
。
こ
れ
を
機
に
、
お
互
い
の

き
ず
な
を
よ
り
強
く
す
る
た
め
に
、

交
互
に
交
流
を
深
め
て
ほ
し
い
。

十
月
号
に
掲
載
し
た
『
三
十
一

年
ぶ
り
の
再
会
』
の
中
で
、
車
田
ソ

ヨ
さ
ん
と
書
い
て
あ
り
ま
し
た
が
、

車
田
サ
ヨ
さ
ん
の
誤
り
で
し
た
。

訂
正
し
て
お
わ
び
い
た
し
ま
す
。

0

0

0

0

0
〈
〉

平
成
元
年
は
、
何
か
と
新
し
い

出
来
事
が
多
い
中
で
、
先
月
号
に

掲
載
し
た
塩
沼
ツ
ネ
ヨ
さ
ん
(
旧

姓
車
田
)
、
今
回
の
自
旗
秀
男
さ
ん

と
、
も
う
一
人
北
須
釜
の
鈴
木
武

さ
ん
(
鈴
木
孝
さ
ん
の
兄
)
の
三

人
が
、
そ
れ
ぞ
れ
は
る
ば
る
ブ
ラ

ジ
ル
か
ら
来
村
し
ま
し
た
。

*
 

気
管
支
炎

に
も
急
性
と

慢
性
が
あ
り

ま
す
。
ふ
つ

う
慢
性
と
い

え
ば
急
性
の

長
引
い
た
も
の
と
考
え
ま
す
が
、
気

管
支
炎
の
場
合
は
、
急
性
と
慢
性
で

は
病
気
の
性
質
が
異
な
り
ま
す
。

急
性
気
管
支
炎
は
細
菌
と
か
ウ
イ

ル
ス
で
起
こ
り
、
風
邪
症
状
の
ひ
と

つ
と
し
て
見
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
、

だ
い
た
い
二
、
三
週
間
で
治
り
ま
す
。

と
こ
ろ
が
慢
性
気
管
支
炎
は
、
ひ

と
つ
の
原
因
で
な
く
、
い
ろ
い
ろ
の

因
子
(
た
と
え
ば
タ
バ
コ
と
か
大
気

戦後、

地域において、強制抑留中に

死亡された遺族の皆様ヘー。

ソ連またはモンゴルの

戦後、ソ連またはそンゴルの地域において強制抑留

中に死亡された方(帰還途上に死亡された方も含みま

す)のご遺族で¥平成元年9月1日において日本国籍

を有する方に、内閣総理大臣名の慰労品(書状・銀杯)

を贈呈いたします。

平和記念事業特別基金から請求書類をお受けとりの

上、必要な書類を添えてご請求ください。なお、請求

書と問い合わせについては、役場住民課福祉係ft(57) 

3101内線27まで。

汚
染
物
質
、
家
の
中
の
ほ
こ
り
や
花

粉
な
ど
)
が
重
な
っ
て
徐
々
に
発
病

し
、
せ
き
や
た
ん
が
毎
日
、
三
か
月

以
上
も
続
い
て
出
、
元
ど
わ
り
に
回

復
す
る
こ
と
が
困
難
で
す
。

慢
性
気
管
支
炎
は

呼
吸
器
の
成
人
病

慢
性
気
管
支
炎
は
子
供
や
若
い
人

に
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
八
十
歳
以
上

の
中
高
齢
者
に
多
い
、
い
わ
ば
呼
吸

器
の
成
人
病
で
す
。
症
状
の
よ
く
似

た
病
気
が
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
か
ら
、

検
査
を
受
け
る
こ
と
が
ま
ず
必
要
で

す
。
慢
性
気
管
支
炎
と
わ
か
っ
た
ら
、

完
全
に
治
す
と
い
う
よ
り
、
い
ま
以

上
重
く
し
な
い
よ
う
気
を
つ
け
ま
し

ょ
ぷ
ノ
ロ

と
も
か
く
タ
バ
コ
を
や
め
て
下
さ

い
。
刺
激
性
の
ガ
ス
を
吸
う
機
会
の

多
い
職
場
で
は
環
境
改
善
に
努
め
る

な
ど
も
必
要
で
す
が
、
す
ぐ
で
き
る

の
は
タ
バ
コ
を
や
め
る
こ
と
で
す
。

風
邪
を
ひ
く
と
重
く
な
り
や
す
い

の
で
、
風
邪
に
注
意
す
る
こ
と
も
大

切
で
す
。

暖
か
い
時
期
は
比
較
的
症
状
が
軽

く
な
り
ま
す
口
こ
の
気
候
の
い
い
聞

に
体
操
や
呼
吸
の
訓
練
で
、
体
を
鍛

え
て
お
く
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。
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離
ハ
ガ
キ
発
売
中

玉
川
郵
便
局
と
須
釜
郵
便
局
で
は
、

た
だ
い
ま
平
成
二
年
の
年
賀
ハ
ガ
キ

を
発
売
し
て
い
ま
す
。

無
地
(
四
十
一
円
)
と
絵
入
り
(
四

十
六
円
)
の
四
種
類
で
す
。
台
早
め

に
お
買
い
求
め
下
さ
い
。

今

月

の

納

税

国
民
年
金
保
険
料

十
一
月
分

名

文

徳

治

吉

渚

豊

清

親

敬

吉

誠

源

(9月届出分)

お誕生おめでとう
ございます

おくやみ
申し上げます

村

税

民

県

智
雪
一
期

第

五

期

出生児氏名

小林美治

岡部早紀

岡部イ右紀

鈴木豪

大野智

近 内重美

国
民
健
康
保
険
税

納
期
限
は
十
一
月
二
十

E

七
臼
(
月
)
ま
で

で
す
。
忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

今

釜

ク

須

ク
南

個
人
事
業
税
納
期

個
人
事
業
税
の
第
二
期
分
の
納
期

限
は
、
十
一
月
三
十
日
で
す
。
県
税

事
務
所
か
ら
送
付
さ
れ
る
納
税
通
知

書
に
よ
り
べ
最
寄
り
の
金
融
機
関
で

納
め
て
下
さ
い
。

納
め
る
場
合
は
、
便
利
な
口
座
振

替
制
度
も
あ
り
ま
す
の
で
、
県
税
事

務
所
ま
た
は
金
融
機
関
に
お
申
し
込

み
の
う
え
、
ご
利
用
下
さ
い
。

区
一
一
崎

地

岩

竜

あ
り
が
と
う

-
小
高
の
溝
井
富
栄
さ
ん
か
ら

二

万

円

・
北
須
釜
の
榊
枝
一
美
さ
ん
か
ら

一

万

円

・
小
高
の
西
川
良
英
さ
ん
か
ら

二

万

・
小
高
の
車
田
英
雄
さ
ん
か
ら

二

万

ご
ざ
い
ま
す

下
記
の
方
々
か
ら
社
会
福
祉
活
動

資
金
と
し
て
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

戸
U

14 

(9月届出分)

死亡者氏名年齢世帯主名

磯目藤一 76 園勝

鈴木ナツ 82 直吉

矢部フキ 86 重次郎

佐藤芳子 61 忠

西川亮倦 80 良

溝井柴 61 富

国谷兼良 79 兼

榊校義一

英

栄

行

美

73 

区

辺

口同

釜

釜

ん
γ

盲
ハ

直
/

6

ノ

ノ

ノ

，
v
J
)
/

南

北

ク

// 

ク

地

JlI 

円

-
南
須
釜
の
馬
上
徹
さ
ん
か
ら

二

万

円

・
石
巻
市
の
車
田
力
雄
さ
ん
か
ら

二

万

円

(
兄
幸
一
氏
の
居
住
地
、
小
高
に

で
篤
志
と
し
て
)

・
吉
の
須
釜
豊
勝
さ
ん
か
ら

一

万

円

(
村
社
会
福
祉
協
議
会
)

円

村のようす
(元年10月1日現在)

d園田陣h

国主J1 ，595戸(+2) 

tl 
2 
3 

7，598人(+11) 

3，刀7人(十 6) 

3，821人(+5) 




